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財
政
再
建
へ
の
取
り
組
み
は

問
　
補
正
予
算
後
の
財
政
調
整
基

金
残
額
は
一
〇
万
円
と
な
り
、
財

政
危
機
の
状
態
と
考
え
る
。
今
後

の
財
政
再
建
の
取
り
組
み
は
。

答
　
三
位
一
体
改
革
の
影
響
も
あ

り
、
実
質
単
年
度
収
支
は
赤
字
で

す
。
合
併
効
果
が
出
る
に
は
五
年

程
度
必
要
で
あ
り
、
財
政
構
造
を

改
革
し
、
赤
字
体
質
脱
却
の
た
め
、

経
常
経
費
の
削
減
と
自
主
財
源
の

確
保
に
向
け
、
事
務
事
業
の
見
直

し
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
在
、
総

合
振
興
計
画
、
行
財
政
改
革
大
綱

及
び
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
策
定
中

で
、
中
期
的
な
財
政
フ
レ
ー
ム
も

作
成
し
、
財
政
再
建
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

問
　
大
井
プ
ー
ル
事
故
を
受
け
て

の
行
政
の
危
機
管
理
体
制
の
構
築

と
は
。

答
　
第
三
者
の
視
点
で
行
政
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
、
工
事
検
査

室
を
改
組
し
ま
す
。
市
長
・
助
役

三
位
一
体
改
革
で
の
削
減
分
　
政
府
に
要
求
せ
よ

の
直
轄
組
織
と
し
て
行
政
管
理
室

を
設
置
し
、
委
託
契
約
の
執
行
状

況
、
契
約
書
及
び
仕
様
書
等
の
検

査
、
公
共
施
設
の
安
全
点
検
の
進

行
管
理
、
施
設
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
点
検
等
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

総
合
政
策
部
内
に
危
機
管
理
監
を

置
き
、
有
事
の
際
は
危
機
管
理
の

統
括
者
と
し
て
処
理
に
当
た
り
、

平
時
は
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

作
成
、
危
機
管
理
体
制
の
チ
ェ
ッ

ク
等
を
行
な
い
ま
す
。

問
　
財
政
が
厳
し
い
原
因
は
、
自

民
・
公
明
、
民
主
党
が
進
め
た
﹁
三

位
一
体
改
革
﹂
で
、
市
は
三
年
間

に
四
七
億
円
が
削
減
さ
れ
た
。
こ

の
分
を
政
府
に
要
求
す
べ
き
だ
。

高
い
利
子
の
借
金
を
低
い
も
の
に

借
り
換
え
、
桜
通
線
や
東
西
連
絡

道
路
な
ど
市
民
が
望
ま
な
い
大
型

公
共
事
業
を
中
止
す
る
こ
と
。
ま

た
、
市
民
へ
の
手
数
料
・
使
用
料
・

国
保
や
、
介
護
保
険
料
な
ど
の
値

上
げ
中
止
を
。

答
　﹁
三
位
一
体
改
革
﹂
は
地
方
分

権
で
必
要
で
す
。
行
政
改
革
の
中

で
住
民
負
担
も
振
り
分
け
ま
す
。

問
　
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る

利
用
者
負
担
を
軽
減
し
、
介
護
保

険
料
は
市
独
自
の
減
免
制
度
を
設

け
る
べ
き
だ
。

答
　
障
害
者
自
立
支
援
で
は
負
担

軽
減
に
努
め
ま
す
。
介
護
保
険
料

の
減
免
は
十
九
年
度
に
基
準
を
明

確
に
し
ま
す
。

問
　
合
併
約
束
の
老
人
医
療
費
助

成
制
度
を
継
続
す
べ
き
。

答
　
県
が
廃
止
し
た
の
で
や
む
を

得
ま
せ
ん
。

問
　
新
設
さ
れ
る
行
政
管
理
室

で
、
職
員
六
人
の
専
門
性
は
ど
こ

ま
で
確
保
で
き
る
の
か
。
危
機
管

理
監
は
有
事
体
制
で
は
な
い
か
。

答
　
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
危
機

管
理
監
は
有
事
の
担
当
も
し
ま
す
。
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危
機
管
理
監
の
果
た
す
役
割
は

問
　
総
合
政
策
部
内
に
危
機
管
理

監
を
置
き
、
行
政
の
危
機
管
理
組

織
の
構
築
を
図
り
、
緊
急
対
応
及

び
情
報
が
一
元
化
さ
れ
る
よ
う
な

機
能
的
な
組
織
を
構
築
す
る
と
あ

る
が
、
限
定
さ
れ
た
有
事
の
み
な

の
か
。

答
　
危
機
管
理
監
の
所
掌
事
務
と

し
て
は
、
大
き
く
有
事
の
際
と
平

時
の
際
と
に
分
け
て
い
ま
す
。
有

事
の
際
と
は
、
公
共
施
設
で
の
大

事
故
、
テ
ロ
、
大
規
模
火
災
等
市

民
の
生
命
、
身
体
等
に
重
大
な
被

害
を
及
ぼ
す
事
件
や
事
故
、
伝
染

病
や
個
人
情
報
の
流
出
等
市
民
の

生
活
に
重
大
な
被
害
を
及
ぼ
す
事

案
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
次
に
、
平

時
に
お
い
て
は
、
危
機
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や
危
機
管
理
体

制
の
チ
ェ
ッ
ク
、
職
員
の
危
機
管

※

理
意
識
の
向
上
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
︵
法
令
遵
守
︶
の
徹
底
な
ど

合
併
特
例
債
は
計
画
ど
お
り
か

問
　
経
常
収
支
比
率
が
悪
化
し
て

お
り
、
財
政
再
建
を
図
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
。

答
　
財
政
指
標
に
数
値
目
標
を
定

め
、
経
常
収
支
の
改
善
を
図
り
、
財

政
再
建
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
財
政
状
況
が
悪
化
し
た
の

は
、
三
位
一
体
改
革
の
影
響
だ
け

で
は
な
く
、
合
併
特
例
債
が
想
定

し
た
ほ
ど
に
使
え
な
い
か
ら
で
は

な
い
の
か
。

答
　
過
去
の
議
事
録
に
は
、
合
併

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

問
　
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
に
つ
い
て
は
。

答
　
有
事
の
際
の
危
機
の
種
類
に

応
じ
て
、
施
設
等
の
事
故
も
想
定

し
て
各
種
施
設
ご
と
に
作
成
し
ま

す
が
、
外
部
の
専
門
家
の
協
力
、
先

進
事
例
を
参
考
と
し
な
が
ら
、
職

員
が
作
成
し
ま
す
。

特
例
債
を
使
い
た
い
と
の
表
現
は

数
多
く
出
て
き
ま
す
が
、
ど
の
事

業
に
使
う
と
の
特
定
は
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

問
　
合
併
時
の
新
市
建
設
計
画
と

そ
れ
に
基
づ
く
財
政
計
画
で
は
、

毎
年
度
数
十
億
円
単
位
で
の
合
併

特
例
債
を
歳
入
で
見
込
ん
で
い
る

が
、
計
画
ど
お
り
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

答
　
平
成
十
七
年
度
は
コ
コ
ネ
上

福
岡
内
の
保
留
床
取
得
に
一
四
億

円
、
平
成
十
八
年
度
は
東
台
小
学

校
の
設
計
に
三
、
二
〇
〇
万
円
が

合
併
特
例
債
の
対
象
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
ほ
か
の
新
市
建
設
計
画

事
業
は
対
象
に
は
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。

問
　
行
政
管
理
室
を
設
置
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
監
査
委
員
と
の
連

携
を
ど
の
よ
う
に
図
る
の
か
。

答
　
独
立
機
関
と
し
て
、
法
に
抵

触
し
な
い
形
で
柔
軟
に
連
携
を
と

り
な
が
ら
や
っ
て
い
き
ま
す
。

■歳出の主な事業

老人保健特別会計繰出金 　7,997万円

下水道事業特別会計繰出金 　2,259万円

道路舗装修繕料 　1,050万円

アクセス通路用地購入 　　666万円

小中学校プールろ過装置修繕 　2,250万円

小中学校児童、生徒増に伴う一般備品購入

　　512万円
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